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（６）（第３種郵便物認可） ２０２４年　（令和６年）　５月１６日　（木曜日）

■工　事　名　称／（仮称）赤坂二丁目計画
■建　設　地／東京都港区赤坂２－４－６
■建　築　主／積水ハウス株式会社開発事業部、日本生命保険相互会社
■設計・監理／株式会社日建設計一級建築士事務所
■施　　　工／大林・錢高・岩田地崎建設共同企業体
■敷　地　面　積／，．㎡
■建　築　面　積／，．㎡
■延べ床面積／，．㎡
■構　　　造／Ｓ造一部ＳＲＣ造、ＲＣ造
■階　　　数／地下３階地上階建て
■主　要　用　途／事務所、飲食店舗、物販店舗、診療所、駐車場
■工　　　期／年４月１日～年５月１日
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北エントランス

WELL-BEING
　豊かで幸せな
Work&Lifeの実現

　本計画は、港区赤坂エリアの大街区の官庁街と
小街区の町人街の境界に立地する超高層テナント
オフィスビルです。高品質なワークプレイス、環
境性能（ZEB Oriented認証取得）、防災性能を有
し、自然を感じることができるWELL BEINGに
寄与する拠点です。
　地上レベルは回遊性のあるグランドロビーと
し、緑豊かな公開空地との連続性を持たせるとと
もに、地下２階の地下鉄接続部から３階オフィス
ロビーをエスカレータで繋ぎ、立体感のあるパブ
リックスペースとしました。

　１階から３階の吹き抜け部には、アルミパイプ
のすだれ状のスクリーンを配し、空間のつながり
を強調しています。アルミパイプは、映り込み変
化する光や空の色を可視化し、建物内部に自然の
動きを感じさせます。
　外装デザインは、溜池の原風景である水面のき
らめき、景色の映り込みをテーマにとしたガラス
カーテンウォールとすることで、空や雲、緑を映
し出し、風景と同化する建築としました。また、
カーテンウォールはマリオンを極小とし、オフィ
スのワークプレイスからの眺望を最大限確保して
います。事務所階にもグリーンテラスを配置し、
外装のアクセントとするとともに、高層階でも緑
と接することができます。
　今後、この地で育まれた様々な繋がりを引継ぎ、
多くの人の豊かで幸せな生活に貢献することを願
っています。
　日建設計
　設計監理部門　スペースデザイングループ

　部長　　　　　中村　晃子
　アソシエイト　　錦織　弘
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